
公
共
下
水
道
等
へ
の

早
期
接
続
、
合
併
浄
化
槽

設
置
の
お
願
い

　

市
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
、
合
併
処
理
浄
化
槽

（
以
下
、
下
水
道
等
）
の
整
備
を

拡
大
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
て

い
る
地
区
で
ご
自
宅
の
水
洗
化

工
事
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
、

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
指
定
区

域
内
で
浄
化
槽
が
未
設
置
の
場

合
は
、
お
早
め
に
接
続
、
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
開
始
ま
で
の
流

れ
①
接
続
工
事
業
者
の
選
定
（
勝

山
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
か
ら
選
び
ま
す
）

②
工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続

き
は
業
者
が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　

設
置
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課（市

民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

各地区別水洗化率（令和2年3月末）
公 共 下 水 道

区　名 ％ 区　名 ％
勝山地区 95.2 荒土地区 80.0
元町１～３ 94.6 松　田 74.6
昭和町１～３ 96.0 田名部 100.0 
旭町１・２、旭毛屋町 97.1 布　市 79.8
立川町１・２ 94.1 清水島 78.1
本町１～４ 93.5 北新在家 80.5
栄町１～５ 93.1 別　所 92.1
沢町１・２ 93.2 細野口 64.0
芳野町１・２ 95.6 北宮地 95.7
猪野瀬地区 93.2 堀　名 70.7
猪野口 81.0 伊　波 82.7
若猪野 95.5 妙金島　※ 0.0 
北市･上高島、下高島 90.5 新　保 90.4
下毛屋･毛屋町 93.5 松ヶ崎 94.4
猪　野 95.4 鹿谷地区 78.6
片　瀬 86.2 保　田 86.8
片瀬町１・２ 97.5 西光寺 82.6
平泉寺地区 70.6 北西俣 66.1
平泉寺 70.8 矢戸口　※ 44.9
岡横江 69.6 本　郷 84.2
村岡地区 94.5 西遅羽口 66.2
郡 100.0 東遅羽口 62.1
五本寺 100.0 杉　俣 90.7
黒　原 100.0 志　田 91.7
暮　見 93.2 発　坂 92.2
寺　尾 88.6 保田出村 83.3
浄土寺 88.6 遅羽地区 83.5
滝波町１～５ 93.2 嵭　崎 100.0 
郡町１～３ 98.1 大　袋 96.4
長山町１・２ 91.6 新　道 97.6
上芳野 100.0 北　山 77.8
野向地区 81.0 蓬　生 43.7
龍　谷 93.3 中　島 82.9
竹　林 ― 千代田 71.4
聖　丸 88.4 比　島 ―
深　谷 40.5 合　計 91.0

農 業 集 落 排 水
区　名 ％ 区　名 ％

神谷地区 100.0 勝山東部地区 88.5
栃神谷 100.0 赤　尾 92.5 
薬師神谷 100.0 笹　尾 78.3
北野津又地区 100.0 大　渡 91.7
勝山西部地区 83.8 壁　倉 100.0 
西妙金島 66.2 岩ケ野 73.5
檜曽谷 89.1 大矢谷 86.0 
新　町 93.8 神　野 100.0 
志比原 66.2 経　塚 61.1
上森川 100.0 上　野 50.0
下森川 85.5 下荒井 86.2 
東　野 81.8 伊知地・坂東島地区 68.3
上　野 78.8 伊知地 74.6
中清水 87.5 坂東島 61.0

合　計 82.3

合 併 処 理 浄 化 槽
区　名 ％ 区　名 ％

北谷地区 38.9 荒土地区 43.8
中　尾 50.0 境 37.3 
北六呂師 16.7 戸　倉 83.3 
河　合 0.0 西ヶ原 27.6
木根橋 19.0 新　道 62.5
小　原 0.0 その他地区 35.6
谷 0.0 野向町牛ケ谷 18.2 
杉　山 0.0 野向町横倉 0.0 

村岡町滝波 54.5 
平泉寺町小矢谷 0.0 
合　計 40.7

• 水洗化率=下水道等に接続済の人口／下水道等に接
続できる人口
• 「－」は未整備または整備中の地区
• ※印は、供用開始から３年未満の地区

美しい河川を守るために
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業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

令
和
元
年
度
は
、
給
水
人
口
が

４
０
３
人
減
少
（
前
年
度
比
１
・

82
％
減
）
し
、
給
水
戸
数
が
１
０

８
戸
減
少
（
前
年
度
比
１
・
42
％

減
）
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
暖
冬
に
よ

る
影
響
も
あ
り
、年
間
総
配
水
量
、

年
間
有
収
水
量
が
前
年
度
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
有
収

率
は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ
り
前

年
度
よ
り
０
・
58
％
上
昇
し
ま
し

た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

昨
年
度
の
総
事
業
収
益
は
５
億

８
９
２
万
円
、
総
事
業
費
用
は
４

億
７
６
８
０
万
８
千
円
と
な
り
、

純
利
益
３
２
１
１
万
１
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
１
億
２

４
８
９
万
２
千
円
、
資
本
的
支
出

は
３
億
２
２
１
６
万
１
千
円
と
な

り
、
不
足
額
１
億
９
７
２
６
万
８

千
円
は
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

営
業
収
益
は
、
前
年
度
比
１
・

00
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
主
な
収
入
で
あ
る

給
水
収
益
は
、人
口
減
少
に
加
え
、

暖
冬
に
よ
り
消
雪
の
た
め
の
散
水

な
ど
が
減
少
し
、
前
年
度
比
１
・

47
％
の
減
と
な
る
一
方
、
営
業
費

用
は
、
給
水
管
な
ど
の
老
朽
化
に

よ
る
漏
水
修
繕
費
用
や
、
減
価
償

却
費
が
増
額
と
な
り
、
前
年
度
比

０
・
94
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ

り
有
収
率
が
改
善
し
、
給
水
収
益

が
減
少
す
る
中
で
も
、
維
持
管
理

費
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
で
経
常

収
支
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
34
年
の
事
業
創

設
以
来
、
約
60
年
が
経
過
し
、
施

設
や
管
路
の
老
朽
化
が
進
み
更
新

の
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
地
震
な
ど

の
災
害
に
備
え
、
強
靭
化
や
耐
震

化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
長
期
的
な
計
画
の
も

と
、
順
次
、
管
路
な
ど
の
更
新
や

耐
震
化
を
進
め
ま
す
が
、
多
額
の

項　　目 業　務　量 前年度比
給　水　人　口 21,781人 －1.82％
給　水　戸　数 7,494戸 －1.42％
年間総配水量 2,808,331㎥ －2.45％
年間有収水量 2,299,727㎥ －1.75％

１日最大配水量 13,063㎥
（令和元年8月6日） －4.51％

有　　収　　率 81.89％   0.58％
（前年度からの上昇数）

導送配水管延長 346,725.8ｍ   0.02％

区　　分 R元年度決算額 H30年度決算額
収 入 5億892万円 5億1,050万2千円
支 出 ４億7,680万8千円 ４億7,835万2千円
差 引 3,211万1千円 3,215万円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
市道6-44号線 配水補
助管布設工事 郡町2 137万5千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

地上式消火栓設置工事 遅羽町
嵭崎ほか 645万9千円

立川水源地　取水流量計
設置工事 立川町2 2,322万円

立川水源地　取水流量
計廻り配管工事 立川町2 947万2千円

若猪野水源地　No.2号
井戸さく井更新工事 若猪野 2,068万円

雁ヶ原配水池～立川上水道管理セ
ンター　遠方監視設備更新工事

170字
奥山ほか 1,633万5千円

主要地方道大野・勝山線ほか　配水
管布設に伴うアスファルト舗装工事

平泉寺町
大渡 639万5千円

若猪野水源地　No.2号
井戸機械設備工事

若猪野 1,520万2千円

区　　分 R元年度決算額 H30年度決算額
収 入 1億2,489万2千円 7,059万2千円
支 出 3億2,216万1千円 3億1,582万1千円
差 引 －1億9,726万8千円 －2億4,522万9千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税抜）】

【資本的収支（税込）】

資
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

現
在
保
有
し
て
い
る
資
金
を
計
画

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
料
金
改
定

も
含
め
た
財
政
基
盤
の
強
化
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
不
可
欠
の
清
浄
で

安
全
な
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く

た
め
、
既
存
水
道
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
、
更
な
る
経
営
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細

は
、
市
立
図
書
館
に
あ
る
決
算
書

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）
☎
88
‐
8
1
0
9
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